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熊本市 起業・新産業⽀援課（瀧⽯）
kigyoush insangyou@ci ty .kumamoto . lg . jp
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3/12 (�) 
17:00-18:30 @XOSS POINT.

（くまもと�都�プラザ２�）

開催⽇時 応募⽅法 QRコードまたは以下のリンクより

【→参加申込リンクはこちら】

主催 運営協⼒ 問い合わせ

※タイムテーブルは申�フォームにてご��ください

mailto:kigyoushinsangyou@city.kumamoto.lg.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeKoY-S1h6KJe2OuwIsf3fpcd7srAb8eacy65CRWF4hNM4zfw/viewform?usp=sf_link


ABOUT

INFORMATION

J -StarXは経済産業省主催の起業家育成・海外派遣プログラムです。

世界を舞台に活躍する起業家輩出に向け、志⾼い挑戦者に、世界のトッププレイヤーと繋がり、

学ぶ機会を提供しチャレンジを後押しします。

本プログラムを通して、誰もが挑戦できる⼟壌づくりや次の時代を創り出すエコシステム形成を

⾏い、⽇本からスターが⽣まれ、世界が輝き照らされる未来創造を⽬指します。

スタートアップ都市推進協議会の会員である熊本市からは、経済産業省主催の起業家育成・海外

派遣プログラム「J-StarX」の「地域起業家コース（シリコンバレー）」に、計17名（⼀般：

12名、上級・超上級：5名）が派遣されました。�

J -StarX∕派遣コース：https : / / j - s ta rx . jp / course /

今回は、本プログラムの参加者をお呼びして、シリコンバレーを訪問する前と後で何が変わった

のか、現地でどんなことを感じたのか、などを語っていただきます。

GUEST

中原�功寛∕Katsumoto �Nakahara（超上級枠）
株式会社コウサク∕やまがBASE株式会社�等

熊本県⼭⿅市出⾝。地元⾼校卒業後渡⽶、四⼤を⾸席で卒業。ベンチャー創業参画後、系統⾦融機関での

海外⽀店勤務やファンド組成業務を経て、ハーバードビジネススクールでMBA取得。帰国後ベンチャー

復帰し経営戦略や３０億円超の調達含む資本政策、新規事業等幅広く管掌。２０２１年に１７年ぶりに帰

熊後、現在までに農業近代化をテーマとする(株)コウサク、(株)コウサクファーム、Kosaku �US �Co rp .

を創業しそれぞれ代表就任。廃校となった⾃⾝の⺟校を地域創⽣の拠点として作り変えるやまが

BASE (株)では代表取締役CEO、やまがBASE事業協同組合では理事、やまがAGROBASE協議会では事務

局⻑に就任。

平⽥�⻯⼀∕Ryuich i �H i ra ta（⼀般枠）
崇城⼤学⼤学院∕YOKAMUKI

熊本県⼈吉市出⾝。崇城⼤学⼤学院⼯学研究科応⽤微⽣物⼯学専攻博⼠後期課程に在籍。祖⽗⺟が農業を

営んでいたということもあり、「⾷」や「農業」についての関⼼があった。学部1年時に起業部に⼊部し

たことをきっかけに「⾷」や「農業」の課題解決に関するプロジェクトを⽴ち上げ、九州未来アワードで

⼤賞、農林⽔産省主催のビジネスプランコンテストで優秀賞、熊本県オープンビジネスコンテストで優勝

および熊本県知事賞を受賞。研究では、規格外の⻘果を原料とした新規⾷品素材の開発に取り組んでお

り、⾷品ロス削減を⽬指す「YOKAMUK I」というプロジェクトを⽴ち上げ、市場調査や⾷品展⽰会への

出展など起業に向け活動中。

平尾�有希∕Aki �H i rao（上級枠）
株式会社ふく成 専務

ふく成は、「こどもたちの未来へ⾷をつなぐ」というミッションを掲げており、その実現に向けて

SEAFOODTECH事業に取り組んでおります。その⼀貫として、2022年より「Fi re sh®�」の提供を開始し

ました。「Fi re sh®�」は、「Fi re shトータルマネジメントシステム®�」という�当社独⾃技術を組み合わせ

たバリューチェーンでできています。1960年に創業した⽼舗⽣産者として育てた市場で⾼い評価を得て

いる養殖⿂と、最新冷凍テクノロジーを活⽤した加⼯技術の⼀連の組み合わせにより、⽣⿂の約18倍の

賞味期限と、127%の旨味を持ち、⿂を捌いたことがない調理未経験者でも取り扱いが可能になることを

実現しています。

倉岡�和徳∕Kazunor i �Kuraoka（ファシリテーター）
株式会社倉岡紙⼯ 代表取締役CEO

１９８３年熊本県⽣まれ。早稲⽥⼤学政治経済学部経済学科卒業、IBPグローバル留学奨学⾦の特待⽣と

して、ワシントン⼤学コース修了。�帰国後、専⾨商社へ⼊社。⾹港駐在時には、アジア地域のサプライ

チェーンをマネジメントし、多様な⼈種、⽂化での実務を経験。�２０１３年より家業である紙パッケー

ジ製造の（株）倉岡紙⼯に⼊社、２０２０年には「クリーン×スマート ファクトリー」を⽴ち上げ、

熊本からイノベーションを起こし続ける仕掛け⼈として注⽬されている。

https://j-starx.jp/course/

